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▲歴史の中で色々な石が使われてきたことも学びました

▲福岡市博物館のエントランスにて。浮世絵美人の笑顔もクール

▲海外の昆虫採集の際のエピソードもうかがうことができました

▲作り方のレクチャーを受け、いざ勾玉づくりへチャレンジ！

7・8月の業務日誌から

　8月19日（日）午前、夏の企画展「みやこ
と世界の昆虫展」に伴うミュージアムトー
クが開かれました。本展に協力いただいた
昆虫研究家・松田勝弘氏が語る昆虫の世界
の逸話に皆さん感心しきりでした。

　8月19日（日）午後、夏休み企画「鉱物標
本をつくろう」が開かれ、夏休み中の親子
約50名が参加して、標本を作りながら、石
器の石材など鉱物の奥深い世界を覗いて
いただきました。

　7月25日（水）、苅田町南原小の児童66
名の皆さんを対象に勾玉づくり教室を開催
しました。夏休み期間の校外体験活動とし
て行われたもので、世界に一つだけのアク
セサリーを作る事ができました。

　8月5日（日）、友の会夏のバスハイクで
「ミュージアムツアー」を行いました。九州
国立博物館ではミニ展示4件を、福岡市博
物館では浮世絵と幽霊画を鑑賞し「幽霊で
涼しくなった！」との声が…。

10
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

10
月
６
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

10
月
13
日（
土
）　

10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

10
月
20
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

10
月
27
日（
土
）　

10
時
〜

　

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※

見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
あ
な
た
も一緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

ど
な
た
で
も
、今
か
ら
で
も
、お
試
し
参
加

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。詳
し
く
は
博
物
館
へ
！

①
歴
史
講
座（
講
座
４
種
／
上
記
参
照
）

　
館
や
町
内
外
の
文
化
遺
産
を
題
材
に
、

　
町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
す
。

②
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
町
の
宝
を
自
分
達
の
手
で
ガ
イ
ド
＆
ガ

　
ー
ド
で
き
る
よ
う
楽
習
す
る
講
座
で
す
。

③
博
物
館
友
の
会

　
「
故
郷
を
楽
し
く
学
ぶ
」が
モ
ッ
ト
ー
。

　
11
月
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
貴
方
も一緒
に
！

◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

博
物
館
で「
楽
習
」し
ま
せ
ん
か
？

　

古
墳
を
は
じ
め
と
し
た
み
や
こ
町

の
豊
か
な
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
・
「
楽
習
」
の
場
づ
く
り

を
進
め
る
学
び
の
祭
典
「
み
や
こ
町

古
墳
ま
つ
り
」
。
６
回
目
を
迎
え
る

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
み
や
こ
の
明
治

一
五
〇
年
」
で
す
。

　

近
代
日
本
を
育
ん
だ
「
前
を
向
い

た
時
代
」
を
見
つ
め
直
す
学
習
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
参
加
下
さ
い
！

主
な
学
習
イ
ベ
ン
ト
。

●
午
前
の
部
（
９
〜
11
時
）

歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー
ク

ー
み
や
こ
の
明
治
発
信
元「
豊
津
城
下
散
策
」ー

＊
要
申
込
／
定
員
25
名（
先
着
順
）

＊
参
加
費
二
〇
〇
円

＊
雨
天
中
止

●
午
後
の
部
（
13
〜
16
時
）

歴
史
文
化
カ
レ
ッ
ジ（
芸
術
＆
文
化
体
験
）

・
育
徳
館
高
校
管
弦
楽
部
演
奏

・
文
化
講
演
会
ー
郷
土
の
明
治一五
〇
年
ー

「
明
治
の
殖
産
興
業
と
吉
田
健
作
」

　
当
館
学
芸
員　
　
　
　
井
上 

信
隆

「
錦
陵
人
物
誌
一
五
〇
年（
仮
題
）」

　
育
徳
館
中
高
校
長 

小
正
路 

淑
泰 

氏

　
＊
要
申
込
／
定
員
60
名（
先
着
順
）

　
＊
参
加
費
二
〇
〇
円（
資
料
代
）

ま
つ
り
記
念
絵
画・作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
等
ご
覧

　

に
な
る
か
博
物
館
ま
で
お
問
合
せ

　
下
さ
い
。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

「
み
や
こ
遺
産
」を
活
か
すM

iyako H
eritage F

estival

日
時：10
月
21
日（
日
） 

場
所：豊
津
地
区
史
跡
＆
歴
史
民
俗
博
物
館

第
６
回 

み
や
こ
町
古
墳
ま
つ
り
開
催
！

▲写真は昨年の様子［上：神楽上演/下：講演会］
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

吉
田
増
蔵（
そ
の
五
）

― 

叔
父
　
山
田
義
昌 ― 111

Vol.2
7

●資料名
小宮豊隆宛て寺田寅彦書簡（封書） １点
●データファイル
法　　量：封筒１・便箋2枚
製作年代：大正12年（1923）11月
ポイント：文中各所に表れる寺田の所見
公開状況：保存・収蔵用資料として現在は非展示

よ
し

だ

ま
す

ぞ
う

「
吉
田
学
軒
の
叔
父
」

　

山
田
義
昌
（
号
は
「
松
高
斎
霍
眠
」
）

は
現
在
の
み
や
こ
町
犀
川
山
鹿
の
庄
屋
、

山
田
利
兵
衛
（
父
）
と
、
と
ち
（
母
）
の

三
男
と
し
て
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に

生
ま
れ
、
姉
の
い
つ
は
、
吉
田
健
作
・
増

蔵
の
母
に
あ
た
り
ま
す
。
母
の
と
ち
は
現

在
の
み
や
こ
町
犀
川
続
命
院
で
旧
本
庄
、

久
富
村
な
ど
の
庄
屋
を
勤
め
た
村
上
家
の

出
身
で
す
。
山
田
義
昌
は
幼
名
を
源
吾
と

名
乗
り
、
幼
少
の
頃
か
ら
読
書
に
秀
で
、

藩
の
役
人
の
前
で
軍
書
の
朗
読
を
披
露
し

て
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
思
永
館
の
庶
務
主
任
書
記
に

抜
擢
さ
れ
ま
す
が
、
慶
応
二
年
（
一
八
六

六
）
、
三
十
一
歳
の
時
、
第
二
次
長
州
征

伐
に
伴
い
小
倉
を
去
り
、
慶
応
四
年
に
現

在
の
田
川
市
糒
で
寺
小
屋
を
開
き
ま
す
。

そ
の
後
、
夏
吉
（
田
川
市
）
、
中
津
原

（
香
春
町
）
の
庄
屋
を
務
め
た
後
、
四
十

四
歳
の
時
に
京
都
・
仲
津
両
郡
の
郡
書
記

と
な
り
、
行
橋
市
大
橋
に
居
を
移
し
ま
す
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
以
降
、
故
郷

の
山
鹿
に
帰
り
、
専
ら
社
寺
の
天
井
画
を

中
心
と
し
た
絵
を
描
き
、
明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
、
病
気
の
た
め
七
十
一
歳

で
亡
く
な
り
ま
す
。

　

山
田
義
昌
の
遺
作
は
現
在
、
み
や
こ
町

内
で
は
二
児
神
社
（
犀
川
花
熊
）
、
黒
田

神
社
（
勝
山
黒
田
）
、
若
宮
八
幡
宮
（
勝

山
宮
原
）
の
天
井
絵
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

町
外
で
は
近
隣
の
行
橋
市
、
苅
田
町
、
香

春
町
に
作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

犀
川
山
鹿
に
あ
る
彼
の
墓
碑
は
、
山
田

義
昌
の
四
男
で
増
蔵
の
従
弟
に
あ
た
る
季

造
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

碑
文
を
吉
田
増
蔵
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
山
田
季
造
は
、
豊
津
中
学
校
（
現
在

の
育
徳
館
高
等
学
校
）
の
教
師
を
勤
め
て

い
ま
す
。
裏
面
に
は
甥
の
吉
田
増
蔵
に
よ

り
絵
画
の
才
能
に
秀
で
た
叔
父
の
詳
細
な

履
歴
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
増
蔵
に
と
っ
て
、

彼
が
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
す
。

【
井
上
信
隆
】

　この資料は天災打ち続く今年にこ
そ注目すべきもので、町指定文化財
「小宮豊隆資料」のうち、親友の科学
者・寺田寅彦（1878～1936）から小宮
宛寄せられた手紙の一つです。
　手紙が書かれた大正12年、小宮は
ドイツへ留学中でしたが、9月に関東
大震災が発生。東京に家族を残して
いた小宮は、それ以降悲嘆と不安に苛
まれる日々でした。ただ漱石同門の友

人たちが代わる代わるに小宮の家族
の無事を発信、小宮は遠い異郷でい
ち早く落ち着きを取り戻すことができ
ました。寺田も通信者の一人でしたが、
地球物理学者だけに今回の地震を鋭
く分析、のちに語ったとされる名フレー
ズや所感を手紙の中に幾つも書き残し
ています。
　「地震の災害も一年立た なゝいうち
にたいていの人間はもう忘れてしまっ

て此の高価なレッスンも何にもならな
い」「すっかりもう人が忘れた頃に大
地震が来て又同じようなことを繰返す」
「いつまでたっても人間は利口になら
ないものだと思います」等々…。
　この他にも震災で起こった人災（甘
粕事件・朝鮮人虐殺事件）にも触れて
おり、寺田の手紙は被災した科学者に
よる迫真のレポートとなっています。

（木村達美）

▲山田義昌が描いた天井絵（黒田神社）

▲書簡全景（右写真は、点線枠部分拡大）。21×27cmの便箋に、
一文字が4㎜四方前後のごく小さな文字でびっしりと書き込まれ
ている。「天災は忘れられたる頃来る」という寺田の有名な警句
を彷彿とさせる文言が記される（右写真傍線部）ほか、地震の発
生から復興の様子、事件・世相等記す震災の一級史料である。

こ

さいな

あま

かす

てら だ とら ひこ

みや とよ たか

い
と
こ

し
ょ
う
こ
う 

さ
い  

か
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み
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ひ
い

ほ
し
い

す
え 

 

ぞ
う


